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シンポジウム「板鰓類の系統・分類および生態・生理」開催 

                                 田中 彰 

 

 昨年、１２月１４，１５日に表記のシンポジウムが東京大学海洋研究所の講堂にて開催

された。研究発表演題は当初２０題あったが、残念ながら台湾海洋大学の陳哲聰教授が急

用のため参加できずに以下のプログラムに示されるように１９題について発表がなされた。

生理に関する分野の話題が集まらず、内容的には分類と生態・資源が主体となった。総合

討論では各話題についてまとめられ、今後の問題点について話された。特に、「日本には

一体何種類の板鰓類が生息しているのか」という素朴な疑問に答える正確な情報が少なく、

種の多様性を維持するにもまずは日本周辺に生息する種の確認をはっきりさせることが重

要であることが述べられた。また、板鰓類研究会の今後の運営方針についても討議され、

数人で事務局を運営していくことが話された。尚、１４日の懇親会では谷内透先生の長年

の板鰓類研究への功績をたたえ、水江一弘会長より楯が送られた。またその席で水江会長

が会長を辞退され、谷内先生を後任の会長として推挙された。そのため、今後は谷内先生

を会長として活発な運営活動をしていくことになります。 

 各演題の内容については講演要旨を参照されたい。今後、生理分野の研究者とも連絡を

取りながら板鰓類に関する話題を幅広く集め、２年に１回の割合でシンポジウムを開催し、

会員の情報交換の場として利用したいと考えている。 

 参加延べ人数は１４日に７３名、１５日に６１名で１３４名、参加者は８８名であった。

このうち、板鰓類研究会の会員は３７名で、学生・研究生の参加人数は３４名で若い人た

ちも興味を持っていることが伺えた。 

 

シンポジウム 

板鰓類の系統・分類および生態・生理 
 

日   時： 2000 年 12 月 14 日（木） 10:15～16:50 

                    15 日（金）  9:30～16:35 

場   所： 東京大学海洋研究所 講堂(東京都中野区南台 1-15-1) 

コンビナー： 谷内 透（日大生物資源）・田中 彰（東海大海洋） 

世話 部門 :  資源生物部門 

 

プログラム 

１２月１４日（木） 

開会の挨拶       谷内 透（日大生物資源）          10:15～10:20 

 

Ⅰ．古生物 

座長：谷内 透（日大生物資源） 

１．日本産のラブカ類の歯化石について                            10:20～10:50 

         後藤仁敏（鶴見大歯） 

２．愛媛県田穂石灰岩（三畳系）から産出した板鰓類の歯および       10:50～11:20 

楯鱗化石について 

      山岸 悠（横浜国大大学院教育） 

３．巨大ザメ Carcharocles megalodon (Agassiz)の産出時代        11:20～11:50 

      －生層序学的記録の再検討－ 

                  矢部英生（新潟大積雪地域災害研究ｾﾝﾀ-）・後藤仁敏（鶴見大歯） 

         兼子尚知（地質調査所地質部） 

II.系統・分類 

座長：後藤仁敏（鶴見大歯） 

４．軟骨魚類系統は幻想か？                      13:00～
13:30 

         白井 滋（日本海区水研）・宮 正樹（千葉中央博） 

         西田 睦（東大海洋研） 
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５．ウチワザメ属魚類の分類                       13:30～14:00 

                  西田清徳（大阪海遊館）・白井 滋（日本海区水研） 

         土屋泰久・鹿野かおり・萩原宗一（下田海中水族館） 

６．北西太平洋におけるドチザメ科魚類２属の分類学的問題点        14:00～14:30 

         高橋聖史・仲谷一宏（北大院水産） 

７．エイ類のアルビノ個体について                    14:30～15:00 

         石原 元（太洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱）・本間公也（共和ｺﾝｸﾘ-ﾄ工業） 

         中村良成（神奈川県水産総合研究所） 

III．分布・展示 

座長：仲谷一宏（北海道大水産） 

８．底延縄で漁獲された相模湾産軟骨魚類                          15:20～15:50 

                  海老沢明宏・谷内 透（日大生物資源） 

９．1992（平成４）年から 1998（平成 10）年に瀬戸内海に                15:50～16:20 

出現したサメ類 

手島和之（東北水研）・山本道代・垣谷正幸（瀬戸内海漁調） 

１０．海遊館における板鰓類の普及活動                  16:20～16:50 

                  小畑 洋・西田清徳（大阪海遊館） 

 

            － 懇親会 －                         17:00～ 

１２月１５日（金）   

IV．資源 

座長：石原 元（太洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱） 

１１．日本のまぐろはえなわ漁業におけるサメ類の標識放流          9:30～10:00 

         松永浩昌（遠洋水研） 

１２．太平洋におけるクロトガリザメの資源状態              10:00～10:30 

                  押谷俊吾（東海大海洋）・中野秀樹（遠洋水研） 

         田中 彰（東海大海洋） 

座長：松永浩昌（遠洋水研） 

１３．日本における板鰓類の水揚げと利用の現状について             10:45～11:15 

          山口敦子（長崎大水産） 

１４．日本・台湾における軟骨魚類の漁獲・水揚げ調査          11:15～11:45 

                田中 彰（東海大海洋）・谷内 透（日大生物資源） 

         山口敦子（長崎大水産）・仲谷一宏（北大水産） 

         陳哲聰（台湾海洋大）・石原 元（太洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱） 

１５．日本版 サメ類の保護・管理のための国内行動計画         11:45～12:15 

         中野秀樹（遠洋水研） 

V．生態 

座長：山口敦子（長崎大水産） 

１６．日本における板鰓類の寄生虫研究と最近サメ類から記載された       13:30～14:00 

         寄生虫について 

                  長澤和也（遠洋水研） 

１７．インド洋で混獲されるビロウドザメの生殖と                  14:00～14:30 

         胎仔発生に関する研究 

         大島一彰（東海大海洋）・中野秀樹（遠洋水研） 

１８．サメ類における脳の形態と生態との関連               14:30～15:00 

         田中祐子・田中 彰（東海大海洋） 

１９．板鰓類の平衡砂の形状と元素組成                  15:00～15:30 

         西島喜美子・田中 彰（東海大海洋）・大竹二雄（三重大生物資源） 

ⅤI．総合討論・提言                         15:45～16:30 

    司会：田中 彰（東海大海洋）・中野秀樹（遠洋水研） 

 日本における板鰓類研究 

 板鰓類研究会の活動 ほか 

閉会の挨拶     水江一弘（板鰓類研究会会長）                   16:30～16:35 
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Symposium 

Phylogeny, Systematics, Ecology, and Physiology of 

Elasmobranchs 
 

Date:  December 14 (Thur),2000   10:15 – 16:50 

       December 15 (Fri),2000      9:30 – 16:35 

Place:  Ocean Research Institute, University of Tokyo 

       1-15-1 Minamidai, Nakano, Tokyo 

Conveners: Prof. Toru Taniuchi (Nihon Univ. ) 

           Prof. Sho Tanaka (Tokai Univ.) 

Co-Sponsor: Group of the Biology of Fisheries Resources, 

Department of Living Marine Resources, ORI 

Program 
December 14 (Thur) 
Opening Address     Toru Taniuchi (Nihon Univ. )                           10:15-10:20 

I. Palaeontology 

Chairman: Toru Taniuchi (Nihon Univ. )  

1. Tooth remains of the Chlamydoselachidae from Japan                       10:20-10:50 

Masatoshi Goto (Tsurumi Univ.)・The Japanese Club for  

Fossil Shark Tooth Research 

2. Elasmobranch teeth and placoid scales from the Taho limestone(Triassic)     10:50-11:20 

    in Ehime prefecture, southwest Japan 

Haruka Yamagishi (Yokohama Natl. Univ.) 

3. Age of gigantic shark Charcharocles megalodon (Agassiz)                    11:20-11:50 

Hideo Yabe (Niigata Univ.)・ Masatoshi Goto (Tsurumi Univ.) 

Naotomo Kaneko (Geological Survey of Japan) 

Ⅱ.Phylogeny･Systematics 

Chairman: Masatoshi Goto (Tsurumi Univ.)  

4. Chondroichthyes, a mirage?  ---Evidence from mtGenomics---               13:00-13:30 

 Shigeru Shirai (Japan Sea Natl. Fish. Res. Inst.)・Masaki Miya (Nat. 

  Hist. Mus. & Inst., Chiba)・Mutsumi Nishida (ORI, Univ. Tokyo) 

5.  Taxonomy of the genus Platyrhina                                        13:30-14:00 

Kiyonori Nishida (Osaka Aquarium KAIYUKAN)・Shigeru Shirai (Japan 

 Sea Natl. Fish. Res. Inst.)・Yasuhisa Tuchiya・Kaori Shikano・ 

Soichi Hagiwara (Shimoda Floating Aquarium) 

6. Taxonomical problems for two genera of the family of Triakidae              14:00-14:30 

     (Carcharhiniformes) from North Western Pacific 

Masafumi Takahashi・Kazuhiro Nakaya (Hokkaido Univ.) 

7. Albinism individuals of manta rays and Japanese common skates            14:30-15:00 

     found in the western North Pacific 

Hajime Ishihara (Taiyo Engineering Co.)・Kimiya Homma (Kyowa Concrete Co.) 

Ryosei Nakamura (Kanagawa Pref. Fish. Res. Inst.) 

Ⅲ.Distribution・Exhibition 

Chairman: Kazuhiro Nakaya (Hokkaido Univ.) 

8. Sharks captured with deep-sea vertical longline in the Sagami Bay           15:20-15:50 

Akihiro Ebisawa・Toru Taniuchi (Nihon Univ. ) 

9. Sharks found and confirmed in the Seto Inland Sea from 1992 through 1999  15:50-16:20 

Kazuyuki Teshima (Tohoku Natl. Fish. Res. Inst.)・Michiyo Yamamoto・ 

Masayuki Kakiya (Seto Inland Sea Fish. Coordination Center) 

10. Elasmobranch popularization in the Osaka Aquarium KAIYUKAN          16:20-16:50  
Hiroshi Obata・Kiyonori Nishida (Osaka Aquarium KAIYUKAN) 

Beer/Wine/Cheese Social 
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December 15 (Fri) 
Ⅳ. Fisheries 

Chairman: Hajime Ishihara (Taiyo Engineering Co.) 

11. Japanese shark tagging program for tuna longline fishery                   9:30-10:00 

Hiroaki Matsunaga (Natl. Res. Inst. Far Seas Fish.) 

12. Stock assessment of silky shark in the Pacific Ocean                       10:00-10:30 

Shungo Oshitani (Tokai Univ.)・Hideki Nakano (Natl. Res. Inst. Far Seas Fish.) 

Sho Tanaka (Tokai Univ.) 

Chairman: Hiroaki Matsunaga (Natl. Res. Inst. Far Seas Fish.) 

13. Research on catch and utilization of elasmobranchs in Japan               10:45-11:15 

Atsuko Yamaguchi (Nagasaki Univ.) 

14. Research on catch and landing of chondrichthyan fishes in                 11:15-11:45 

      Japan and Taiwan 

Sho Tanaka (Tokai Univ.)・Toru Taniuchi (Nihon Univ.)・Atsuko Yamaguchi 

(Nagasaki Univ.)・Kazuhiro Nakaya (Hokkaido Univ.)・Che-Tsung Chen  

(Natl. Taiwan Ocean Univ.)・Hajime Ishihara (Taiyo Engineering Co.) 

15. Japanese national plan of action for the conservation and                  11:45-12:15 

      management of sharks 

Hideki Nakano (Natl. Res. Inst. Far Seas Fish.) 

Ⅴ. Ecology・Physiology 

Chairman: Atsuko Yamaguchi (Nagasaki Univ.)  

16. Review of research on the parasites of elasmobranchs in Japan,             13:30-14:00 

      and recently described parasites from Japanese sharks 

Kazuya Nagasawa (Natl. Res. Inst. Far Seas Fish.) 

17. Reproduction and embryonic growth of velvet dogfish in the Indian Ocean   14:00-14:30 

Kazuaki Oshima (Tokai Univ.)・Hideki Nakano (Natl. Res. Inst. Far Seas Fish.) 

Tadashi Kubota (Tokai Univ.) 

18. The correlation between brain morphology and habits in sharks            14:30-15:00 

Yuko Tanaka・Sho Tanaka (Tokai Univ.) 

19. Morph and elemental composition of otoconia in elasmobranchs             15:00-15:30 

Kimiko Nishijima・Sho Tanaka (Tokai Univ.)・Tsuguo Otake (Mie Univ.) 

Ⅵ. General Discussion and Proposal                                         15:45-16:30 

Chairmen: Sho Tanaka (Tokai Univ.)・Hideki Nakano (Natl. Res. Inst. Far Seas Fish.) 

Closing Address    Kazuhiro Mizue (President of Japanese                   16:30-16:35 

                         Society for Elasmobranch Studies) 

     Chlamydoselachus anguineus 
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－報 告－ 

板鰓類研究会の新体制 

 

                    日本大学生物資源科学部  谷内 透 

 

 本研究会の前進である板鰓類研究連絡会が発足したのは 1977 年のことで、今でこそ似たよ

うな組織が世界各地に存在するが、当時は世界で唯一の会であった。当時東京大学海洋研究所

教授であられた水江先生が世話役になられて、板鰓類に関する気楽な情報交換の場として、年

数回板鰓類研究連絡会通信を発行し、シンポジウム参加者を中心にして板鰓類に興味を抱く全

国の研究者等に配布しようというご提案であった。早速水江先生の献身的なご努力により、第

１回の通信が我々の手許に送られてきたのは、1977年 10月のことであった。シンポジウムの

開催が同年９月 28.―29日の両日であったから、わずか 2週間ほどで先生はご提言を実行され

たことになる。爾来 1981年 12月の 13号まで先生の青焼きによる通信の送付が続いたのであ

る。もちろん、先生の堅いご意志で購読料は徴収せず、また次第に内容が単なる情報の交換に

止まらず、学会誌に発表される原稿の前段階のようなものまで掲載されるようになった。しか

し、青焼きでは長期間の保存が困難のこともあり、有志が語らい水江先生の退官記念行事の一

環として、オフセット印刷で長期保存が可能なような体裁に整えることにした。13 号までの

原稿を書き直し、板鰓類研究連絡会報第１集として 1982 年にとりまとめられ、会員各位に配

布されたのである。14 号から再び水江先生の手書きの原稿をオフセット印刷した会報が発行

され続けた。先生はこの間、印刷費用や郵送料のほとんどを負担され、私からの経費分担の申

し出を辞退されていた。漸く私が会報の発行を引き継いだのが、1987年発行の 24号からであ

る。それまで水江先生手書きの原稿をそのまま印刷するという方法であったが、私は字が拙い

ということもあり、ワープロを使うようになった。 

 板鰓類研究連絡会の名称を板鰓類研究会に変えたのは 1988年発行の 25号からである。本来

ならば、少なくとも会員有志の同意を得て改称すべきであったが、アメリカ板鰓類学会の発足

もあり、従来の英文表記[Japanese Group for Elasmobranch Studies]では存在が軽くみられ

るからという気負いもあり、板鰓類研究会[Japanese Society for Elasmobranch Studies]に

独断で改称したのである。その後 1997 年発行の 33 号まで私が責任を持って発行してきたが、

少々原稿集めに疲れたこともあり、34 号からは東海大学の田中 彰教授に事務局を委ねるこ

とになった。この間２号分だけ石原さんを通して共和コンクリート工業に印刷費用を負担して

いただいたが、何とか資金を工面して発行を続けることができたのは幸いであった。 

 先年のシンポジウムで会則の制定、複数幹事による会の運営などが提案されたが、そのまま

何となく現在まで経過してしまった。昨年のシンポジウムでは水江先生が会長を辞せられ、私

が後任に指名されたものの、多くの会員はこの変更には係わっていないと思われるので、会報

を通じて新しい体制を紹介しておきたい。 

 

名誉会長 水江一弘      名誉会員 石山禮蔵 

会長   谷内 透      副会長  仲谷一宏 

総務幹事 田中 彰      幹事   石原 元  山口敦子 他１－２名 

 

 今後とも本会の発展にご尽力下さるよう、一同心からお願いすると共に、会員各位のますま

すのご発展とご健康を祈念する次第である。 
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  －図書紹介－ 

 

         「歯のはなし・なんの歯この歯」と「サメへの道」の紹介 

 

                                 日本大学生物資源科学部     谷内 透 

 

 本会会員の鶴見大学歯学部解剖学研究室の後藤仁敏氏が三女の美樹子さんと共著で表記

の著書を上梓された。歯の成り立ちや生い立ちを平易に解説した絵本で、子どもが歯を理

解するのに役立つ好著といえよう。後藤氏の本書に対する並々ならぬ想いを下記の氏の文

章から伺い知ることができる。 

  「小学校高学年以上の子どもたちに歯の発生と進化を絵で解説したものです。歯の個体発

生と系統発生を平行してやさしく解説したところが、これまでの本にない特徴と自負して

おります。歯科衛生士や養護教諭の方が、歯の衛生指導をする際にも利用していただきた

いと思います。また、歯科医院の待ち合い室や学校の図書室にも備えていただければ，た

いへんうれしく思います。 

 本書の絵は、歯学部四年生の三女・美樹子が春休みを利用して、水彩絵の具と色鉛筆で

描いてくれました。全部で１１５枚ほどあります。いわば、親子の合作という珍しい絵本

です」 

 内容は以下の通りである。 

子どもの歯（歯の字の由来）； 大人の歯； 歯のない赤ちゃん； 歯のない無顎類； 赤

ちゃんのさいしょの歯； ジョーズの歯； 歯をもつ動物の出現： 無顎類から顎口類へ；

 乳歯から永久歯へ： 無学類（？）から学校類（？）へ； サメの歯の秘密； いろい

ろなサメの歯； 歯と顎の骨； サメの歯・サカナの歯（クイズ：なんの歯 この歯１）；

 シーラカンスの歯； 両生類の歯（クイズ：なんの歯 この歯２）； いろいろなハ虫

類の歯； 恐竜の歯； ハ虫類の歯； ホ乳類の歯； いろいろなホ乳類の歯； サルの

歯からヒトの歯； 道具と火の使用（クイズ：なんの歯 この歯３）； ヒトの歯の進化；

 Q&A（クイズの答え）； 用語解説  

 

 「歯のはなし なんの歯 この歯」 文・後藤仁敏 絵・後藤美樹子 

  A４版変形・３２頁 ● 定価（本体2,500円＋税） 

 医歯薬出版株式会社 

 

 なお、本書の他にも同じく本会会員の手島和之氏が下記の著書を出版している。自伝的

な色彩の強いサメ研究史で、手島氏の研究の歩みをつぶさに知ることができるばかりか、

板鰓類研究会の生い立ちにも触れたり、日米科学協力事業による日米科学セミナーの開催

及びそのプロシーディングスの成立過程など、紹介者にとっても懐かしい思い出が語られ

ている。氏のサメへの想いが痛いほど感じられる著書である。 

 

「サメ研究３０年の成果 サメへの道」 

手島和之 著  １３５頁   文芸社  定価（本体1,100円＋税） 
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編集後記  

 

・本会報表紙のイタチザメの写真は2000年８月１日に秋田県男鹿市船川

港台島地先水深35mに設置された大型定置網に入網した全長1.8mのもの

です。秋田県水産振興センター杉山秀樹さんにこの写真をいただきまし

た。秋田県ではこの他にも外洋性のサメ類が時々漁獲されるとのことで

す。このような情報でも日本におけるサメ類の出現記録として蓄積して

いくと重要な情報となりますので、一報いただけると記録していきたい

と思います。 

・今回は谷内先生からの原稿や石原さんからのインド太平洋魚類国際会

議の参加記録そして昨年のシンポジウムの要旨の掲載でページ数も増

え、充実した内容の会報が出来ました。今後は新会長谷内透先生の「板

鰓類研究会の新体制」の報告でも述べられているように運営体制を充実

し、より内容のある会報としていきたく思います。  

・引き続き会報を希望される方はお手数ですが、受領書とともに住所・

氏名を明記した会報送付用封筒に180円切手を貼り付け、事務局までお

送り下さい。書籍小包として送ります。切手のみでも助かります。  

・板鰓類に関する紹介、調査報告、文献紹介、何でも良いので幹事宛に

原稿を送っていただけると非常に助かります。会員皆様方の積極的な参

加を望んでいますのでよろしくお願いいたします。ホームページの作成

などにも協力してくれる会員がおりましたら助かります。  

・最後に皆様の周りで板鰓類に関心がある方、また板鰓類を対象に調査

研究されている方で本会に入会したいと思われている方がおりました

ら、幹事宛にその旨を伝えるように連絡してください。「板鰓類とはど

のような生物か」をより多くの人たちに理解していただけるように進め

ていきたいと考えています。  

                                           （田中 彰 記）  

 


